
パラメータ 設定値 

総個体数 1024 

島数 16 

選択手法 ルーレット選択 

交叉率 1.0 

突然変異率 1 遺伝子長⁄  

遺伝子長 5 変数×10𝑏𝑖𝑡 

エリート数 1 

交叉方法 1 点交叉 
 

表 1.実験共通条件 
パラメータ 設定値 

移民間隔 100 

移民率 0.03125 

移民トポロジ ランダムリング 
 

表 2.同期移民の条件 

表 3.非同期移民の条件 
パラメータ 設定値 

寿命𝜆 100 

送信間隔𝜈 10 

移民数𝜇 2 
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１．はじめに 

非同期移民 DGA[2]は同期移民 DGA より解探

索に優れていると言われている．本研究では，同

期移民 DGA に改良を加え，非同期移民 DGA と

同程度の移民量でも解探索が改善できることを示

す． 

２．同期移民 DGA の改良 
本研究で使用した GA は， 

l 非同期移民 DGA[2] 
l 同期移民 DGA[3]の改良型 

である．改良型同期移民 DGA は文献[3]のものに，

エリート戻しの処理を追加したものである．同期移

民 DGA[3]の処理手順は，初期個体生成，評価，

選択，移民，交叉，突然変異，エリート保存，終了

判定を必要なだけ繰り返し，個体を変化させて最

適解を求めている．本研究では，この処理手順の

選択の直前にエリート戻しの処理を追加している．

エリート戻しは，母集団にエリート個体を追加すると

いう操作である．さらに，移民にて移民個体をエリ

ート個体に限定するという操作（エリート移民）を選

べる． 
３．数値実験 

本実験では，改良型同期移民 DGA にて非同期

移民 DGA と同程度の移民量としたとき，解探索性

能の影響の調査を目的とする．実験方法として，改

良型同期移民 DGA と非同期移民 DGA に対して

表 1～3 のパラメータを用い 5000 世代まで解探索さ

せ，最終世代における最良個体の適合度（10 回施

行の平均値）を記録する．ここで表 2 に示す改良型

同期移民 DGA の移民率は表 3 に示す非同期移

民 DGA の移民数と同程度の移民量となるように算

出したものである．本実験の結果を図 1 に示す．図

1 より，改良型同期移民 DGA を実行した場合，非

同期移民 DGA と同程度の移民量でも，非同期移

民 DGA より良い解探索を行うことがわかる．また，

エリート個体を移民に使わない方が良い解探索を

行うことがわかる． 
４．おわりに 

同期移民 DGA は十分な移民量を必要とするに

も関わらず，非同期移民 DGA より解探索性能が悪

いと言われてきたが，エリート個体を母集団に戻す

ことで同期移民 DGA の解探索を改善できることが

わかった．さらに，エリート個体を移民として使用し

ない方が良いこともわかった． 
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図 1.改良型同期移民 DGA の解探索性能 
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